
第 81 回国民スポーツ大会・第 26 回全国障害者スポーツ大会

小林市開催基本方針

１ 基本方針

本市は、高校の競技力が全国レベルにある強みを生かし、小中高連携による競

技力向上の取組や各種大会の開催、合宿の誘致を積極的に行い「スポーツのまち

小林」を広くＰＲする施策を進めております。

第 81 回国民スポーツ大会・第 26 回全国障害者スポーツ大会（以下、「両大

会」という。）の開催により、市民のスポーツへの関心を高め、スポーツを通し

た市民の健康増進や生きがいづくりに大きく寄与するとともに、本市が目指す

「健幸のまちづくり」に貢献します。

また、両大会は、本市の多彩な魅力を発信する絶好の機会であり、本市の都市

像である「みんなでてなむ 笑顔あふれる じょじょんよかとこ小林市」の実現

に向けて、市民・関係団体・企業・行政などが相互に連携を深め、小林の総力を

結集する大会を目指します。

２ 実施目標

(１) 地域スポーツの活性化と健幸のまちづくり実現に向けた大会

大会開催を契機とし、地域における健康増進や生きがいづくりなど、本市に

おけるスポーツの推進を一層図り、また、子どもたちが、大会を通じてスポー

ツに親しみを持ち、「健幸のまちづくり」を具現化できる大会を目指します。

(２) オール小林でつくり・はぐくみ・自ら参加する大会

市民が、大会に「参加（する）」、「応援（みる）」、「絆（ささえる）」など、

性別、年齢、障がいの有無等に関係なく、様々な関わりを持つことで、開催機

運を盛り上げる市民総参加型の大会を目指します。

(３) スポーツのまちとして更なる飛躍につなげる大会

大会を契機として、全国・九州規模の大会や、プロ・実業団・大学といった

トップアスリートの合宿誘致を推進するとともに、市民のスポーツや生きがい

づくりに対する意欲や関心を高め、「スポーツのまち」として更なる飛躍につ

なげる大会を目指します。

(４) 小林市の魅力を発信する大会

本市は、雄大な霧島連山や清らかな湧水などに恵まれた自然環境、日本一の

宮崎牛をはじめとする農畜産物、人情味あふれる人々、地域性に富んだ多様な

文化に育まれたまちであり、このような多彩な魅力を全国に発信する大会を目

指します。


